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白浜町立田野井小学校 児童１０名 

 

 田野井小学校の児童全員が、校外学習の一環として来所

し、２時間の学習を行いました。 

１時間目は、プラネタリウムでの学習。教頭先生と学び

の丘指導主事がチームになり、冬と春の星座について授業

を行いました。まず、日没後に西の空に見えるオリオン座

にまつわる神話の紹介。子どもたちは、ドームいっぱいに

映し出される映像に見入っていました。その後、全天の星

の動きを示し、その中で１つだけ動かないように見える星

「北極星」を出発点に、おおぐま座、しし座、おとめ座な

どの春の代表的な星座を観察しました。子ども達は、「今度、

星を見てみよう」と星空に興味を持つことができたようです。 

２時間目は、伝統文化実習室で、県立紀南図書館のみなさ

んによる読み聞かせを行いました。なお、田野井小学校では、

この学習を国語力向上の取組に位置付けているとのことで

す。畳敷きの部屋ならではの、落ち着いた雰囲気の中で、紙

芝居をはじめ、絵本の読み聞かせ、それに川口館長の楽しい

お話に、子ども達は時折笑顔で、また、思わず歓声を上げな

がら集中していました。児童とともに先生方も、大いに楽し

み学ぶことができました。 


